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国立民族学博物館
平成27年度特別展
「韓日食博―わかち
あい・おもてなしのか
たち」

日韓両国において「食」文化への関心が高まって
いる中で、「食」を通した日韓間の文化の相互理解
の促進を図るため、韓国国立民俗博物館と共同
で「食」をテーマにした特別展を開催した。
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国立民族学博物館

１．日韓国交正常化50周年を記念して、「韓国と日
本の食文化の博物館」テーマにした特別展を韓国
国立民俗博物館と共同で開催し、お互いの博物
館において両国の食文化について広く知らしめるj
ことができた。韓国では、展示が好評のため、会
期延長することとなった。
２．日韓の50年間の「食」の変化と「食」の背景に
ある文化の共通性と差異を探ることとし、モノだけ
でなく、最先端の情報技術、「食」のワークショップ
を通して、観覧者が体感できる「食」の展示を行っ
た。
３．展示では、韓日の大学と連携し新たな「食」の
展示技法を開発し、京都造成芸術大学と韓国総
合芸術学校の「DNA（Designer’s Network Asia）養
成ワークショップ」プロジェクトとの連携によるアー
ティスティックな展示と、大阪工業大学との連携に
よる情報工学的な展示を行った。
４．「しょく」の体験として、香りの体験「My七味づく
り」、味わう体験「韓国の汁文化と発酵調味料」、
「食のオノマトペとカリグラフィー」、「火おこし体験」
など、多彩なワークショップを実施し、韓国の食文
化に対する理解向上の一助とした。
５．ミュージアムショップでは様々な韓国食材を取
扱い、レストランでは特別展メニューとして、韓国
料理専門家監修のオリジナル韓国料理を提供し、
好評を博した。
６．「食」に関わる博物館約300カ所に特別展への
協力を呼びかけ、その内約20施設から協力を得る
こととなり、博物館間の連携の強化に寄与するこ
ととなった。
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